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鶴岡市温海庁舎　6階大会議室

奥井厚委員（会長）、佐藤満也委員（副会長）、大井喜助委員、菅原久継委員、若松邦彦委員、小田正宏委員、佐藤美代子委員、佐々木眞人委員、佐藤眞紀子委員、遠藤正司委員、本間加知子委員、五十嵐正直委員、　12名

伊藤貢委員、粕谷明委員、佐藤清八郎委員　3名

≪温海庁舎≫　

温海支所長　石塚みさ、総務企画課長 三浦市樹、市民福祉課長　五十嵐浩一
産業課長　百瀬政行、温海建設事務室長　剣持一善
総務地域振興主査 庄司益美
総務地域振興専門員 本間由縁

≪本　　所≫　
政策企画課地方創生推進主幹　粕谷一郎

政策企画課課長補佐　上野修

地域振興課地域振興専門員　本間育子

1．開　　会
2．あいさつ

3．協　　議

（1）鶴岡市総合計画実施計画について

　（2）平成28年度温海庁舎提案課題について

　
（3）その他

4．閉　　会
これより平成28年度第3回温海地域振興懇談会を開会いたします。はじめに、温海地域振興懇談会会長よりご挨拶を頂戴いたします。

みなさんこんにちは。今日は大変お忙しい中出席いただきまして本当にありがとうございます。11月5日に日沿道の大岩川地域での安全祈願祭があり新潟までの本格的な工事が着工されるということでございました。地域の悲願でもあります日沿道が早期に完成することを御祈念申し上げたいと思います。浜中から県境を越えてまほろばの里まで46㎞程あるそうですけども早期に山形県と新潟県のミッシングリンクの着工が出来ればいいなと思っております。予算が大きな事業ということで市長さん方の話の中にはで出来ますけども、約1900億円ほどかかるという話であります。どれくらい今年度の予算がついているのか我々は心配するところでございますが地域の皆さんの話が予算に繋がってくるというふうなことでございましたので、みなさんからもご意見をいただきながら早期にできることをお願いしたいと思います。11月7日暦では立冬でございます。これから本格的な冬に入るわけですけども、特に山間部の方々は冬との戦いに入るわけでございます。雪の少ない過ごしやすい日々が送られるといいなと思います。北海道は雪が降っているということでございますが冬将軍がこれからどんどん来るなと思っている次第でございます。鶴岡に行きますと文化会館が勇壮な姿に変わって出来つつあり、来年度の竣工に向けて今急ピッチで工事を行っているなと外から見ると屋根の勇壮な姿が我々の地域の新しい文化会館ができるということで皆さんも鶴岡に行った時は見かけているのではないかと思います。種々さまざまな苦難な予算の確保もあったわけですが今のところ順調に勇壮な文化会館が来年に向けて出来そうでございます。我々の文化発信の地としての活躍を期待したいなと思っております。今日は総合計画の実施計画これを鶴岡市の政策企画課の方からご説明をいただいて皆さんからご意見をいただくというふうなことでございます。併せて温海庁舎の各課の皆さんから2回にわたります各諸課題についての話し合いもまとめて来年度の予算の執行にも関係あるわけですけども、皆さんから活発なご意見をいただくことにしておりますのでよろしくおねがいします。最後に今日皆さんから前回提案有りました懇談会を5時半からやるということです。皆さんから会費を頂いての懇談会ですので、時間の許す限り活発な振興懇談会になりますことを御祈念申し上げまして開会の挨拶とさせていただきます。大変ご苦労さまです。
ありがとうございました。続きまして、石塚支所長よりごあいさつ申し上げます。

本日は公私共にお忙しいところご出席いただきまして誠にありがとうございます。前回に引き続き何かしらこの会議は天気の良い日になって、外仕事を予定していた方には大変申し訳なく思います。また本日は懇親会も予定しておりますのでよろしくお願い致します。日頃より皆さま方には市政全般にわたりましてご支援ご協力賜り厚く御礼申し上げます。今年はこれまで大きな災害もなく収穫の秋を迎えることが出来ました。本当に皆様とともに喜び合いたいと思っております。10・11月には各地域で多くのイベントがございまして、地域の賑わいづくり等活性化にご貢献いただきました。準備にあたられた皆様に感謝申し上げます。只今の会長さんのお話にもありましたが、11月5日に日沿道あさひ温海道路の山形県側の工事の安全祈願祭（鍬入れ）があり目に見える形でようやく始まったところです。また加えまして11月10日に東京におきまして日沿道延線の建設促進大会と羽越線高速化促進大会がございました。秋田・山形・新潟三県の関係者の皆様、それからふるさと温海会からもご出席いただきまして盛大に開催されたところでございます。若松観光協会会長さんから力強い事例発表もいただいたところです。また30年度にはこの度の大型補正により新潟での新幹線と在来線との同一ホーム化が確実なものになったという報告がございました。出席して改めて地域の産業振興活性化のためには高速交通網の整備は不可欠のものと感じて参ったところでございます。併せて皆様から頂戴した前回までのご意見について新たな取り組み事業をするときは予算が伴うことが多いわけですけれども予算を伴わなくても改善できることもございます。なるべく早い段階でその取り組みを検討し庁舎の中でも検討したいと思っているところでございます。また拝見しますとそれぞれの団体でお互いが協力しながら出来ること情報共有しながら出来ることなど知恵を絞りながら創意工夫し模索していただければありがたいと思っております。先程会長さんの話にもありましたように今日は総合計画の実施計画について説明申し上げました後に前回までいただいたご意見等に今後の取組みについて加えて説明させていただきたいと思っております。資料の説明の後皆様からご意見を頂戴したいと思っておりますのでどうぞよろしくお願い致します。
それでは、これからの会議の進行につきましては規定によりまして会長が議長を行うことになっておりますので、会長から議長をお願いしたいと思います。

さっそく協議に入りたいと思います。次第の3協議（1）鶴岡市総合計画実施計画について資料1の説明をお願いします。
説明[内容省略]

ありがとうございました。只今説明がありました鶴岡市総合計画実施計画について委員の皆様よりご質問ご意見がありましたらご発言をお願いします。
若松委員何かございませんか。
それでは7ページの松ヶ岡開墾場についてですが市の方で管理するということですが、日本遺産への登録を目指すということで昨年と今年度2年続けて残念ながら落選しているわけですが、2020年までに100箇所を認定するということで現在半分くらいは認定になっていると思いますが、1回目と2回目の落選の経緯・理由も踏まえて、今年は第36全国豊かな海づくり大会で天皇皇后両陛下も開墾場にいらっしゃいましたので、ぜひ日本遺産に認定になるように来年度も続けて登録していただきたいと思います。以上です。
ありがとうございます。今のご意見についてお願いします。

ありがとうございました。2回目までの反省点ということで有識者の方と懇談しまして、また違った切り口で向かうということですでに準備を着々と進めているところでございます。お約束はできませんが、なんとか認定なるように頑張りたいと思います。よろしくお願いします。
その他何かございますか。

大変立派な計画でこのとおりにいけば素晴らしいと思います。その中で2～3件お聞きしたいと思います。13ページの市民スポーツの振興についてですが、聞くところによると旧福栄中学校の体育館を今スポ少とか地域の老人クラブ等でいろいろ使っているわけですけれども、解体するという話がチラホラ聞こえてきているようです。せっかくうまく使っているのに小学校の体育館もありますが規格が若干違うのでこういうふうに言葉で書けば市民スポーツ振興という大変結構なことになるわけですが、実際やっている中身はどんどん施設を無くしていくということであれば逆行しているのではないか。ぜひ地域の意向も聞いて政策していただきたいと思います。それから私は自治会長として広報とか集落のいろいろな配布物を扱っていますが、広報の内容が難しいというかあまりお年寄りが読む気になれないという、一生懸命作成しているのは分かるがもう少し読んでもらえるような工夫、一方的なお知らせだけでなくて読んでもらえるような工夫をしてもらいたい。こういう総合計画なんかもそういう部分でわかりやすく解説していただければと思います。実際広報を配っていると広報の内容が難しくて読む気になれない等の声を聞きます。みんな直せというのは難しいと思いますが、ぜひもっと読んでもらえるような工夫をお願いしたいと思います。
ありがとうございました。今の二点について

今の福栄中体育館については、まだ教育委員会の管理課で使用貸借というよりは地域開放型で使ってもらっているということになっています。解体の具体的な話は庁舎では聞いておりませんので、どこからそういう話が出できたのか。
トイレが1～2箇所使えないということで解体の話になったようなことでした。一昨日位に言われたものですから、機会があればできるだけ声を上げるようにしているのでぜひ庁舎のほうにもよろしくお願いしたいと思います。
それから市の広報の作り方についてですが、私どもの方では地域版ということで2か月に1回の発行をしているわけですが、担当の方でも作り方を検討する場面がありますので今のようなご意見についても反映できるような形にしていきたいと思います。

私だけかもしれませんがよろしくお願いします。

50ページの地域の観光のことですが、要するに鶴岡市には三つの温泉地があって現在は一生懸命外国からのお客さんを呼んで賑わおうとしています。あつみ温泉は昔から素晴らしいとても良い温泉だと思いますが、キャッチフレーズというものが何かあるのだろうかと。湯田川温泉や湯野浜温泉にはちゃんとしたものがある。昔はあつみ温泉にも「こけし・とちもち」というのがありました。これらはどこに出しても恥ずかしくないキャッチフレーズでした。それが消えて無くなってしまっている。例を挙げると湯田川温泉は梅林・孟宗などで、孟宗に関しては売上金を被災地に寄付しているなどのＰＲをしている。「鶴岡の奥座敷」という素晴らしいキャッチフレーズがある。あつみ温泉ももっと考えていかないと。立派なことを言って並べてもお客さんは来ない。私は温海川ですけど、昨年一人でカタクリ園を作りました。東京からあつみ温泉に宿泊したお客さんがタクシーを使ってミズバショウを見に来てくれて「素晴らしかった、来年は大勢を連れてまた来ますよ」と言っていただきました。昨年は270人来たので今年は345人を目標にしてやっております。なぜ345人かというと、国道345号にちなんでです。目標を持って我々はやっている。商工会の方から力を借りながら立派なミズバショウ園ができました。見事な橋をかけて。来年は小屋を建てるつもりです。県知事との懇話会でも話をしましたが、林業は観光と一緒にしていかないと駄目だと思う。体に良い森林浴セラピー、緑があるところに道路を作って都会の人へ呼びかけたらいくらでも来ると思う。関川のような裏山からすぐにブナの木がある所にそういうものを作ったら、ものすごく人が来ると思う。今年新聞に載っていた山寺までのコスモスのＰＲがすごかったので行ってみたら天童までは良かったがその奥は関川～小名部より悪い道でしたが、しかしそのコスモス園に60台位駐車していたと思う。そういう場所でも人は来るのだから、あつみ温泉もみんなで知恵を絞って考えたらいくらでも人は来る。ぜひ観光協会さんからも本気になってやってもらいたい。これからはみんなで地域おこしを各集落が応援していく。温海かぶも森林組合で一生懸命になって頑張っております。これはどこにもないブランド品を作ってやるんだという意気込みでやっています。市の事業と一体になってやっておりますので一層力を込めて頑張っております。収穫して農協と組んでやっているところです。そういうことでひとつ頑張ってください。
貴重なご意見ありがとうございます。確かにキャッチコピーは必要だと思います。現在あつみ温泉のキャッチコピーはないのかもしれません。以前はあったのかもしれませんけど、新しく皆さんで考えていただければと思います。我々が今目指しているのは、あつみ温泉は自然が豊かであること、酒井公をはじめとする庄内藩の湯役所を設けて約400年前ですけども歴史のある温泉地であること、三温泉の中で進んでいるところは食文化を継承しているというところだと思います。「冬の旬御膳」プロジェクトというのをもう10年前からやっておりまして、2月の吹雪の時期ですけれども「どんがら汁」等をお客様に提供する。そして旬の食材のカニを題材にした旬御膳を提供しております。鶴岡市が食文化創造都市に認定されたということで、鶴岡市の方でも温海の取組みに大変期待をしているということです。今年度は三温泉で旬御膳をやろうということで今温海のやり方を勉強しているようでございます。あつみ温泉の場合は自然・歴史・食文化を継承してそれをＰＲしていきたいと個人的には思っています。その辺りからキャッチコピーが生まれてくればと思いますので、皆さんからいいアイディアがありましたらご協力いただけたらと思います。
ただいま大井委員から提案がありましたので、皆さんこの点で何かご意見ありましたらお願いします。

はい、無いようですのでその他何かありましたらお願いします。

50ページに載っていますが、店舗の魅力づくり・向上に対する取り組みのほかに朝市の活性化と書いてありますが、先程大井委員がおっしゃっていましたがあつみ温泉のキャッチフレーズっていうのは朝市ということで昔は大いにお客さんが朝市に足を運んで買い物をしてということがあつみ温泉の光景として見られていました。道路事情もありまして今はああいう形でしか朝市が出来なくなったというのはとても残念なことですが、ああいう組織になったがためにお金がかかり過ぎてここで商売するのは大変だとか後継者がいないということもありますが、家賃とかがもう少し安くなれば参加できる人も増えて朝市に賑わいをと思っている人もいると思うのですが。ほとんど空き店舗で来年は高齢のためやめるとかそういう方もいます。朝市を昔のようにキャッチフレーズにしてやっていると今の状態ではお客さんが来ても恥ずかしいというのが現実としてあります。お客さんががっかりして帰るというか。それよりだったらいっそのこと朝市を無くするか、または朝市を経営するための補助金的なものをいただいて出店者の経費の軽減をするという方向にはならないものなのかなと思っているのですが。
今の朝市の活性化について、産業課長お願いします。

朝市の運営自体が鶴岡市直営で運営しているわけではありませんので、今具体的に家賃のお話がありましたがそれは後で若松観光協会会長さんから補足をお願いしたいと思います。この50ページにあります朝市の活性化については29年度の温海地域の活性化事業の一つとして現在予算要求の準備をしているところです。あつみ温泉のど真ん中に見た目は立派なのに活用はほとんどされていないということが非常に危惧されていましたので、朝市を少し復活させたいということで観光協会さんだけでなく、できれば農協さんとか漁協さんとかを巻き込んで出店する店をとにかく増やしたいと考えています。お店が増えることによってお客さんが増えて賑わいが出るのではないかと考えています。温海庁舎としては、3年位かけて朝市を活性化させていきたいと思っているところです。それから家賃の話ですけど、何年か前に市の方でも家賃を一部支援をできないかと予算要求をしたこともございます。ただ、市の考え方としましては個人に対する金銭的な支援はあまり好ましくないというようなこともございまして、特に家賃等に対する支援は無理があるということもございます。ただ出店するお店が増えれば当然全体の維持管理費をみんなで分かち合うということになりますので、家賃が自然と安くなる可能性もあるのではないかと考えておりますので、その点も併せてとにかく出店数を増やしたいという考えでございます。

今ＪＡとの連携の話もありましたが、菅原委員何かございませんか。

朝市の話でありますから、私個人的には今の場所をそのまま利用して家賃がどうのこうのというよりは朝市というのは誰もが自由に参加できる場いわゆる自由市場的なもっと気楽に何でも例えばうちでこんなものが採れたからちょっと店に出してやろうかとか、これを誰かにまかせて売ってもらおうかとかその程度のものの拡大版がいいのではないかとそんなふうに思っている。それと今ＪＡの話がでましたが、「んめっちゃ市」がありますよね。農家の方が個人的にみんな集まって少しずつだしているのですが、けっこう売れるんですよね。農協の立場としてはそのぐらいのものをもう少し自由に家賃がかかるから出せないという感覚ではなくてもっと自由に誰でも参加できるような朝市の場というのがあればいいのかなと思います。他の県の朝市の状況を見ますと売っている方々が人と人とのふれあいの場になっているわけです。これがまた人気の一つでもあるというふうに思うわけです。ですからふれあいの場という意味でもいろんなものが商品として出てくるのではないかと思います。すると温泉旅館からもお客さんが外に出てきて温海の朝市って賑やかで楽しいよねみたいな、そういうところから切り込んでいければなと思っています。
それからＪＡの話がでましたので、引き続きよろしいでしょうか。我々ＪＡが行政に対してもまちづくりに対してももっと関わりを持っていけるような場面が相当あるのではないのかなと思いました。これは私達の努力目標としてＪＡとしてこういう計画書の中にどういうふうに関われるのか改めてＪＡの中で十分検討させてもらって、まずやれるところは何か3年後にはどういうことができるか5年後にはどういうかかわりを持てるか計画的に参画していければと思った次第です。先程大井委員もおっしゃいましたが農協単独でなくても営業主観といいますか焼畑ひとつとっても森林組合との関わりもそうですし農協だけでも出来ないという部分もあります。そして今生産者が高齢化しておりますので、そこの課題もクリアしていかないと何事も拡大していかない進行しないという事例もありますし、いろんな問題をクリアしながら異業種間の皆さんとの話し合いをやりながらやらないと具体的なものは出てこないと思っています。現在農協では6次産業化にも取り組んでいます。温海の米が人気が出てきましてかなり売れ行きも良くなってきました。温海で採れる米は温海で消費するという地産地消の意味でも保全組合で野菜等もそうですが市場に出すのではなくて地元で消費してもらおうという取り組みをしています。旧中央高校温海校の跡地が草が雑然と生えていて景観をどうにかしたい。例えば羊を放牧して草を食べてもらうとか整備した後ミニブタを飼って子供たちとふれあいの場にするとかウサギを飼って子供たちと遊ばせる場所にするとかして、そこに地元の物を使ったソフトクリーム等売店を作るとかなんとかできないかなといつも考えています。それだと観光・教育等一つの箇所をやる事によっていろいろな場面の展開が出来るわけです。その辺りの話をした方が温海地域の振興というのはむしろ充実していくのではないかと思います。難しい市全体の計画の部分とは切り離した議論をしていきたいと思いますし、ＪＡでもどういう形で参画できるかを十分協議させていただきたいと思います。
ありがとうございました。今16時30分過ぎていますが、市役所の政策企画課の方がこの後本所で会議があるということで中座されるということですが、他に何かご意見ございませんか。
30ページのハザードマップの件ですが、先日市内の三光町の方が洪水マップが配布されたが、市内全部載っていてサイズが小さくて何が何だかさっぱりわからないと言っていました。またあつみ温泉の場合は洪水ハザードと土砂災害と二つ配布されてB2くらいの大きさで大き過ぎて貼る場所がない。尚且つそれを有効に活用しているのか。温泉の場合は自治会役員等で図上訓練を行っておりますが、全戸配布してから有効に活用しているのか。作成することはいいが、それをどのように活用していくのか。防災訓練は独自に各自治会で行っておりますし、自治会では津波のハザードマップも入手して高さが20ｍ超えるようで大丈夫かなと温海庁舎が水没した場合に林業センターが拠点になるのかなということで発電機3台入れる等態勢は整えておりますが、要は作成した後どのように活用していくのかもっともっと検討していただければなと思います。
ありがとうございました。ではご意見ということで。他に何かございませんか。

旧温海高校の話が出ましたので、私たちも旧温海高校については検討しました。中でも体育館の利用ですが、鶴岡市で市民体育館が無いのは温海地域だけだということで何とか温海地域の市民体育館として活用できないかと思っております。現在林業センターは利用状況が満杯のようでございます。あつみ小学校も毎晩明かりがついて利用されているようですし、陸上クラブですとふれセンの周りをぐるぐる周回して利用している状況です。そういった状況を踏まえてぜひ旧温海高校の体育館を温海地域の市民体育館として利用できないかと思っております。
今のご意見についてお願いします。

旧温海高校の体育館の活用というご意見ですけども、庁舎でも確か平成24年に県の教育委員会と鶴岡市との間で協議がありまして県の方では校舎・体育館・グランド一体として市の方にということでしたが、鶴岡市では敷地建物全部一緒の計画利用は考えられないということで、今の体育館部分についてもいろいろ提案はあったかと思いますが結果的にはその段階で使用できないということでいます。また学校の方は地域開放ということで小学校中学校等は活用していますので利用頻度は高いかと思います。スポ少とかクラブ・愛好会との関係でも会場に困っているという声は聞いてはいないので、もしそういったことがあれば他の施設も検討する対応をしたいと思います。
では大井委員最後にお願いします。

私は常々温海地域のことを考えていますが、まず第一に観光協会が土日に休むようでは発展がないと思います。それをまず解消してほしいということ。それから温海から一霞を通って温海川に行く街道に合歓の木が130本以上あります。特に温海川ダム付近などにはたくさんの合歓の木がある。ツルを切って整備したら「合歓街道」になると思います。合歓の花はお盆前に咲くのでそこを利用する。山中の方は温海岳の会員の方から協力してもらってカタクリ園やミズバショウ園を作っているので相当の来客数は見込めると思う。福栄の方に行ったら棚田、関川に行ったらしな織センターを中心に先程言いましたがブナの木で森林浴セラピーなど。森林組合に山形大学から学生がインターンシップに来ますが、その方に温海地域の良いところを聞いたところ「天魄山から見えた夕陽がきれいだった。ものすごく感動した。」という答えが返ってきました。それと27集落の人みんながあつみ温泉が昔のような賑わいを取り戻してほしいと願っています。この夏の夕方何回か温泉の中を歩いてみましたが浴衣を着た観光客が十数人しかいない。例えば浴衣祭り等をするような感覚で各集落に呼びかけて3～4人ずつ集めて浴衣で踊ったり等何か企画して大きい旅館の宿泊客の足をこちらに向けさせるようなことをしなければならない。その辺のことをみんなで考えながら本当に温海は元気良くなったと言われてほしいと思います。観光協会会長ひとつよろしくお願いします。

ありがとうございました。時間にもなりましたので政策企画課のみなさんにはご退席いただいます。17時まで活発な意見交換をお願いしたいと思います。
最近インバウンドのお客様がたくさんお見えになります。以前は台湾からのお客様が多かったのですが今年の夏も含めてアメリカ・ヨーロッパの欧米からのお客様が多くいらっしゃいます。しかし言葉が話せないので大変苦労します。例えばこれからもそういったお客様が増えることを見越して商工会でもいいですし自治会の会長でもいいのですが、今鶴岡に来ているＡＬＴの方から簡単な英語を指導してもらうことはできないかと思います。なかなか簡単に覚えられるものではないと思いますが、実際お客様と会話をすることで覚えていくものなのかなというふうに思いますのでぜひお願いしたいと思います。しゃりんの集まりでも言いましたが、今のうちに英語表記や中国語表記の案内看板を準備するべきなのではないかと思います。お客様が増えてから慌てて準備するのではなくて。空き家対策の部分ですが、先月も温泉の中でも2軒ほど建物を解体して出て行かれた方がいるわけですが、土地を提供すれば市で建物の解体をやっていただけるのですか。そこまでもまだいっていない。土地が高い所であれば相続するのだろうけど、土地が安いとなればかかる経費の方が高くなるから、市の方で解体をやっていただけたらその方々も助かるのではないだろうかというふうに思いますが。
では今の2点についてお願いします。

ではまずインバウンドの関係ですけども、佐藤委員がおっしゃったとおり最近アメリカ・ヨーロッパ系のお客様が増えています。鶴岡市でターゲットを欧米というふうに打ち出していましてお客様を呼ぼうと考えています。昨年ミラノ万博に行きましたけども、その際鶴岡市のブースにお客様が殺到して非常に人気があったということもあり、ヨーロッパもターゲットにということになったのではないかと思います。また、英会話教室ですとか案内板の英語表記につきましては温海だけでという取り組みでないと思いますので鶴岡市全体の取り組みとして観光連盟などの取組みに対して温海でも積極的に参加をしていきたいと思っています。

空き家対策の推進で12ページにある内容だと思いますが、この文面を見ると確かに「市が解体し」とあるのでそういう方向性があるのかもしれませんが、私の方の認識としては鶴岡ランドバンクというＮＰＯ法人が鶴岡市と家屋調査士とか建築士とかと一緒になって取り組むというのがありまして、市内地の混雑しているところ3区画4区画狭いところを解体してそこに道路を入れ込んで公共空間と新しい定住の区画になるというようなことは聞いておりますけども、ここの部分については後程調べてから回答いたします。
だいぶ活発なご意見をいただいております。次第にありますとおりまだ（1）しかやっておりませんのでここで締めたいと思います。それでは（2）平成28年度温海庁舎提案課題について市の方からご説明頂きたいと思います。

説明[内容省略]
説明[内容省略]

説明[内容省略]

説明[内容省略]

説明[内容省略]

ありがとうございました。この後懇談会も予定しておりますので、今日いただいたご意見は後でいただくということで、これをもちまして（2）は終了とさせていただきます。（3）その他　何かございませんか。それでは総務企画課長お願いします。
では今期の地域振興懇談会は本日をもって終了ということになります。2年間ではありましたが皆さんから大変貴重なご意見をたくさんいただいてますので今後の温海地域の振興を図るうえで色々な場面で活用させていただきたいと思っています。今回の懇談会のまとめにつきましても1ヶ月ちょっとで作業を進めておりましたがなかなか作業が進まないということがございまして皆さんにお詫びしたいと思っております。来年以降もこの懇談会はあるということでございますのでその中でこの課題等につきまして熟度を高めて参りたいというふうに思っております。それでは今後とも皆さんのご指導ご協力をお願いいたしましてこの会を閉会させていただきます。
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